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家庭用電気冷蔵挿の据付状況は,最近の普及に伴ない,ア/ミートの手狭な否所に押し込まれたりあるいi･ま壁

わくの中にはめ込まれたi)して冷蔵庫の性能上かなり不利な条件におかれている現状でぁる｡

木研究ほ団地アパートにおける冷j 庫の据付状況の 態を調属L,その状況を椰々の装置抽用いてl牒納で

再現させ,据付環境と性能との関係を明らかにしたものである｡この糸吉軋 R立製作所の冷j 樺ほ, 際にあ

りうる最悪の据付条件におかれても,実用使用上十分な性能を発揮できることが確認された｡また現地の据付

環境を工場内に容易に再現する方法を確立したことは,今後の冷蔵種研究粧とりきわめて有効であった｡

1.緒

家庭用電気冷蔵 (以下冷蔵庫と略称する)が,その棟能を十分に

発揮するためには,所定の据付条件が必要であることはいうまでも

ない｡したがって取扱説明書にもこれらの据付条件を明記し,冷蔵

にとって不利な据え付けをしないよう要求してある｡しかし冷蔵

が生活の必需品としてアパート住いのサラリーマン層にも広く浸透

するようになるとアパートの手狭な台所に押し込まれたり,あるい

は初めから冷蔵 られた壁わくの中にはめ込まれたり,好む

と好まざるとにかかわらず冷蔵庫にとってかなり過酷な条件のもと

で使用される場合が多くなった｡このような悪条件のもとでも,わ

れわれの期待しているような性能が発揮されているかどうかを検討

してみる必要がある｡本稿はアパートにおける冷蔵庫の据付状況の

実態調査,それら据付環境の工場内再現方法および据付条件の性能

に及ぼす影響などについて調査研究を行なった結果を取りまとめた

ものである｡

冷蔵

2.アパートにおける冷蔵庫の据付状況

の取扱説明割こは,その据付条件について次のような五つ

の要求が明記されている｡

(1)日光の直射を受けない,床のじょうぷな所｡

(2)ストーブ,ガスコソロ,レンジなどの発熱物からできるだ

け離れた所｡

(3)水道,流しなどの近くで絶えず湿気のある場所からできる

だけ離れた所｡

(4)空気流通のよい所｡冷蔵庫の背面は壁や他の器物と10cm
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第1図 アパートの台所の冷就庫掘付状況の一例
(上野台用地 K氏宅)

以上の間隔を保つようにする｡

(5)水平に,ガタツキのないように据え付ける｡

しかしこれらの条件を,アパートのf～所の据え付けに要求するこ

とはしょせん無理であることほ容易に想像できる｡筆者らは 京地

区の同地を巡l∈]L,冷蔵庫の据付状況の実態について調査した結果

第1表 アパートにおける冷蔵庫の据付状況巡回調香結果

ア パ
ート 名

烏山公団住宅

霞ヶ丘岡地

駒 沢 住 宅

戸U｣アノミーート

戸山アパート

上野 台 用 地

石神井公用住宅

熱 物

×

×

0
0
0
0

○……取扱い説明書の据付要求を満足している｡
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2.5×3.5×2.5

2×2.5×2
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1.5×2×2.3

1.3×2.5×2.3

2×3.5×2.5

1.8×2.5x2.3

3×3×2.5

冷蔵庫外壁と他界物との距離(mm)

向左面l向右而

′
-
-
｣
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相身甫
熱

.気
水空

光一口光を受ける暗がある｡
物一コソロなどの発熱物が1m以内にある｡
湿気

【 水道,流L.場が1m以内にある｡
流通,背面距離一-100mm以下｡
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第2図
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次のような

冷蔵庫周囲遮へいの外観

一遮へし＼箱

農芸茹㍍)

(ム)

第3図 避へい箱と冷蔵挿側面との距離

論を待た｡調査結架の一例は舞1表に示す｡

蛮へい箱

(1)策1表に示されているとおF),取扱説明書の据え付けに関

する要求を満たしているものは皆無であった｡特に背面と壁の距

離が10cm以内で凝縮2封.一日辺の
〃一メ七｢りノ

が想いと判断された冷蔵

押は75%もあった｡第】図はその一例を示したものである｡

(2) 地アパートのわ所の大きさはだいたい5～10m2,天井高

さは2～2.5nlであり, ■hり〟〝〓

托されている｡口立製作所が初めて世に

タイプの冷j

り出したキュービック

挿は,これら手狭な台所の加え付けに適しており,

好評であった｡

(3)ア′し-トでは千丁所の配蹄上,直別口先が避〔1~られない場合

もかなi)多い｡

(4)団地は一般に都心から れており,比較的静かな環境であ

る｡一方ア/ミートの間取りの関係で,冷蔵倖のすぐ近くに寝室や

居間があり,

きびしい｡

冷 の騒音に対する評価は一般家庭の場合よりも

老らは,これら据え付けの悪条件により最も影響を受けると偲

われる冷蔵 の3秤の相性,すなわち冷却性能,外箱露付および騒

青特性忙満l~1して,据付条件との関係を求めることにした｡

3.据付条件の冷却性能に及ぼす影響

実 験 計 画

庫の冷却性能を発揚する冷凍サイクルは圧縮機,凝縮器,キ

ヤピラリチューブおよび蒸発暑詮などから成り立っている｡凝縮器は

冷 サイ クル中の冷媒が,循環申に蒸発器より奪ってきた熱を空気

第44巻 第9号

第2表 冷成婚周囲遮へいの種類
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退へい箱と冷茂揮側面との距離(mm)

進へいせず
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10

100
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100

注1.rニノ､壬の〔〕印ほ遮へいしない場合で少なくとヰ､5)Omm以l二の附難がぁる｡

汁2.A.B.C.間隔は第3岡な参照｡

第3表 R-95形冷蔵伸 の 什様

庁
蒸
凝
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縮
発
縮
調

装勃起

､
.
-内勤

器

器

器
置
情
箱
仙
用
材
媒

MD-650形 65W2恥モー一夕取込

7ルミシート式

フィン形(耗相室にl勺祓)

F-3形

SD一仁5日汐〕吼鉦付保護基鍔l勺祓

91J

SI)C-1冷閃†f延鋼板 メラミン樹脂焼什塗装

SPC-1冷闘t延銅板 ユノ1-キシ相灘拍封車準基
グラスウール

CC12F2 0.1Gkg出入

申に放熱する役∩を果たす熱交換器でふるので,了うーi述のように,凝縮

器周辺の空気兼題湧悪いと冷却性能は抒Lく低下することが予想さ

れるり冷却脾備に関Lての,~†二場内附隼.沌験には誹邪l怖t度35℃に

おいて冷蔵仲の呑劇甘熱､ド衡に達するまて無貞拘 綻運転(定格周

波数の定格電匠運転)な行なう冷ノJ.試験と,ん訓川混度300〔:において

冷践挿の各部が熱平衡に述するまで無n荷断続運転(定格周波数の

定格電県運転)を行なう断続▲試験とがある｡冷力試験では冷1 挿の

各部の最終到達都度や,モータの運転特性などがチェックされ,断

続試験では温度調節筈語の各ダイヤル位闘こ対する座再犯度, 転率

‡運転時閏/(運転+惇l_L)時間)×100%および汀ほキ電力などがチェッ

クされる一/.竿者ちほ,現地の据付状況をt場内に再現させるために

第2図のように遮へい許桂川いて冷戚厘の=耶11を遮へいし,冷力試

験や斬統.…Jt験二を子fない,冷却件髄匿堵化の状況を調査しじ,なお,

冷蔵仲の胴囲偲へいについては,弟3図にホしたA,B,C寸法を

舞2表のように糾ふ合わせて8種類とL,どのような遮へい条件が

冷却性能を最もIi‖薫するかを調査できるように準備した(

3.2 供 試 品

本リミ験の性質上,供試l■l‡【lとしてほ

(1)7/ミートのように千秋な子汁昨に好まれる95Jクラスの普及

形であること｡

剛 へいの揖轡が柑こ大きいとノ闘っれる機械1il勺成形の

凝縮器を採用していること√､

(3)冷蔵仲川としてほ最小出力である65Wコンデンサモータ

を用いていること｡

などの期日1でR-95

に示す｡

形冷

3.3 冷 力 試 験

(1)実験

供試冷蔵庫の仕様を弟3表

3.1に説l肌Lたように,冷力試験ほ普通,周囲混度が350Cで行な

っている｢.したがって,まず矧川温度350Cのもとに,

閉を いしないで(第2表①

次に同一の周囲温度のもとに,

冷j 庫の周

へい条件)冷力試験を行ない,

を囲周蔵冷 へいして(弟2表

④遮へい条什)ふたたび冷力.試験を行ない,両者の結果を比較し

た｡さらに,④
一ウ‡へいのと

きに得られた冷力特性とほぼ同じ特性



家庭用電気冷蔵庫に∴おける据付条件の性能に及ぼす影響 1359

第 4 表 冷力試験 安定状態に於ける連続運転特性

へいなしの状態でうるには,周囲温度を何度にとればよいか

を求めるた捌こ,周囲温度を40℃およぴ42℃にした場合の冷力

試験も行なってみた｡弟4表は上述の各冷力試験における安定状

態の運転特性である｡

(2)結果の検討

冷蔵庫周閉 へいのうち最も過酷な条件である④

る冷蔵庫の冷力特性は

ある｡

へいにおけ

へいしない場合に比べ次のような特色が

(a)冷力特性の尺度として表現される樟内温

件により4.7℃上昇した｡

へい条

(b)チャンバ外郭および凝縮器の温度は約10′､､′12.5℃上昇L

ているが,これは遮へいによりチャンバおよび凝縮器からの自

然放熱が阻害されたことによると推定される｡

(c)蒸発器,凝縮器出口の温度はそれぞれ4℃_ヒ辞した｡

(d)冷却速度においては

められない｡

(e)

へいの有無による差がほとんど認

動装置内部の温度(過負荷保 装置*の周囲温度に相当

する)ほ4.70C上昇し,約50℃に達したが電流ほ1.85Aである

から周囲温度35℃のもとに冷蔵庫が④遮へいされても使用中

に過負荷保護装置は作動せず,また各部の異常発熱よ認められ

ないので実用Lの支障はないと判断してよい｡

なお起動装繹の中に過負荷陳護装置が内蔵されており,その

作動特性,仕様には周囲温度50℃で2.5A通電しても無作励な

ることが規定されているr〕

(3)④ ､′乳価条什の検討

弟4表において,周l川温度42℃で

が周囲混度35℃,④

とがわかった｡④

へいなしの冷ノ〕.相鉄結果

へい条件の冷力試験結果とほぼ-･致するこ

へいという条件は周囲温度を約7℃ るす

ノ
＼
､高

こととほぼ等価であるといえるが,わずか1台の供試品でこのよ

うな結論を出すことは早計である｡ 老らはこの 結果を裏づ

けるた♂)に,さらに若干の追加実験と熱計算を下記の手順によi)

行なった｢,

冷力試験の安定状態においてほ,冷凍能力と熱 えい竜とは一平

衡状態になっているr､冷凍能力に関しては,第4表の結果より熱

計算して或ゼ),熱漏えい量に関Lては追加実験により求めて

熱漏えい量(kcal/h)=冷凍能力(kcal/h)

の精度を確かめ,次に④

熱漏えい曲線より④

へいされた場合の冷凍能ノブを計算L,

へいの等価周囲温度浸求めてみた｢

いま冷凍能力を計算するために第4表の結果と,CC12F2モリエ

ル線図よF)熱計算諸値を弟5表のように定めた｡

圧縮機の空気容積効率は,圧縮比rと吸込圧力貧によって定

まるが へいしない場合の空気容積効率をヤ･｡ir, へいした場合

をり′airとすれば,MD-650形圧縮機では

り｡ir(r=8.57,R=1.4kg/cm2)=0.673…‥. ‥(1)
れr(r=8.87,R=1.58kg/cm2)=0.699……………(2)

となる｡空気容積効率を冷媒容積効率に換質するのに

ワ月=1--(1-りair)

1

1■∈γ_.
ノ

1

7′1･4-1

‥(3)

57

第5表 計 算 諸 値

※吸入ガス温度(℃)
チャンパ温厚+(モータ巻線温度上昇十機械室空間温度)

第4図 熱漏えト追実験装間説明図

ここに 三r:冷媒比熱比(1.136)

を用い,(1),(2)式な代人して

ウ月=0.501

で/〟=0･543

をうる｡冷媒循環是C々は

G〟=__塑竺控.

ここに 〃:比休耕(Il13/lくゞ)

Ⅴ∠力:圧縮機の理論押しのけ_蔓占(1113/h)

で与えられるので第5表の〃の値および(4),(5)式を代入して

G〟=1.58kg/h

G′虎=1.87kg/h

ここでⅤ′力は,モータ回転数のすべりを5%と仮定し,0.570m3/

hとして計算した｡.

冷凍能力ほ

Q〟=G〟(il-£2)

ここに(fl-よ2):蒸発掛こおける蒸_発熱量(kcal/kg)

で与えられるので第5表の数値および(6),(7)式を代人して

Qβ=40.8kcal/h

Q′尺=44.5kcal/h………………………………………(10)

をうるr=..

一方熱漏えいに関しては,次のような実験を行なった｡ノ まず弟

4図に示したように,供試冷蔵庫を低温恒温室の中に設置し,周

囲温度を5℃に制御し,冷蔵 の庫内には電圧調整器を介したヒ

一夕と,フアンを入れ連続通`乾し,

熱平

内の温度と周囲の温度とが

状態になったときの消典電力最(W)を求め,発熱量(kcal/

1-)に換節して熱漏えい罷とLた√､第5図は卜述の実験方法により

得られたR-95形冷蔵伸の各品L度差における熱漏えいIHl経である｡

以上の冷凍能力理論値と舞5･図の熟漏えい実験値より,下記の

ことが推論される｡
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温度差dr(庫内と問囲ラ孟濃差)

第5図 R-95形冷蔵庫の熱漏えい曲線

第6表 断 続特 性規 格

(
ヾ
い
)
単
題
照

立 評

ダイヤルノッチ

1

4

7

ただL,問掴混度 30℃

庫 内 温 度(℃)

10± 2

5 士 2

0 土 2

`屯 任100V

運 転

40%以~F

周波数 5り/60/c/s

J.耶l閥度35℃の冷力試験安定状態における冷凍能力Q〟の計算

[[拍は40.8kcal/h,阻度 が,周囲温度一庫内漏度=(35一(-1.2)i

=36.2℃ のときの熱漏えい昆は策5図より 38.5kcal/hとなり,

計算値のほうが2.3kcal/h多い｡温度に換算して約2℃の誤差で

ある｡一一方④ へいL-た場合の冷凍能力Q′βは44.5lくCal/hであ

るかト甘価周囲温度は,第5図の39.5℃と④ へい時の冷力庫内

温度3.5℃を加えた43℃となり,前述の誤差を考慮しても41､43

℃になると推定され,弟4表の実験と一致していることが確認さ

れた｡したがって周囲混度35℃で④遮へいするという条件は,

周囲温度を7℃上昇せしめた過酷

得た｡

3.4 断 続 試 験

(1)実験結果

度と等価であるという結論を

冷蔵庫が実際に使用される運転状況は断続運転であり,蒸発器

に取り付けられた温度調節器の感熱部の温度によって運転した～)

停止したりする構造になっている｡Lたがって庫内温度はその温

度調節器により間接的に制御される｡温度調節器のダイヤルには

OFF,1,2,.
.,6,7,Iceの合計10日席が刻まれ,気温や

用途によって,ダイヤルを適当なノッチに合わせるようになって

いる｡断続試験は一般に周囲温度漠30℃にして行なわれ,ダイヤ

ルノ､ソナと樺内温度の関係は第6表を満足するよう1二場内の規格

で定められている｡このような断続運転特性が,弟2表に掲げた

種々の へい条件により,いかに変化するかを実験し,弟d図の

ような結果を得た｡

(2)結果の検討

第6図は へい条件の稀類をパラメータとして横軸に庫内温

度,縦軸に運転率をとったものであり,同一庫内温度に対して運

転率が大きいほど,あるいほ同→運転率に対して庫内温度が高い

ほど,断続特性が劣っていると判断すればよい｡庫内温度を0,

5,10℃の場合の運転率を へいの種類別に整理すると弟7表の

ようになる｡いま,俸内温度が5℃のときの②～㊥までのおのお

のの遮へいにおける運転率と①

へい歴と定義すj■tば,

へいにおける運転率との比を

へい度の大きなものほど,過酷な条件で

あることになる｡この考え方で へいなしを含めた8稀 の遮へ
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Lノ イ J ♂

庵円温度(ロC)

〝 β

第6図 冷蔵庫周囲遮へいによる断続特性の変化
(庫内温度と運転率の関係)

第7表 遮へいによる運転率変化の比較

第8表 遮へ い の 過酷順位

遮へい種類

④
何
⑨
ゆ
①

1.0 (¶

(
誓
廿
恩
刊

備 考

左右側面および後面,上面10mm遮へい

左ム側面および上而100mm,後滴ilOmm遮へい

左右側面10mm,後,上面100mm遮へい

上面遮へいなし,左右側面および後血10mm遮へい

左右後面100mm上面10mm遮へい

左右側面,後面,上面100mm遮へい

冷蔵庫換価のふ10mm遮へい

各面遮へいなし

J J
.J

庫内悪質(℃】

ノ♂ /ヱ JJ

第7凶 周囲温度と断続特性の関係

い条件の過酷順位をつけてみると舞8表のようになる｡以上の検

討 果より~F記の結論を得た｡

(a)一般に消費 力量は運転率に比例するので, へい度は

そのまま消費電力量の比と考えてよいハ たとえば①条件で消費

電力料金が300円であったとすると,④ へい条件で使用した

場合300×1.72=516円になるわけである｡

(b) へい度が1.1以下であれば冷蔵庫の断続特性に与える

影響ほわずかであり,無視できると考えてよいであろう｡

(c)左右側面,後面および上面が遮へいされていても,距離

がそれぞれ100mm以上ならばその

(d)上面が

距離10mmに

面

(動④

へい度は1.1程度である｡

へいされていなくとも,左右側面および後面が

へいされていると へい度は1.24となる｡後

へいが特に大きな影響を与えてい~る●と考えられる｡

へい等価条件の検討

周囲温度30℃,④遮へいと等価とみなしうる周囲温度を見出す

た♂)に周開温度のみを種々に変えて断続試験を行ない,その結果

を弟7図に示した｡なお図中に周関配度30℃,④遮へいの断続特
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一冷蔵庫

､蝶番

第8図 露付試験に虻ける遮へい

況

温度(℃.)

ト
】l

JJJJ

湿度(別 ♂J

‡主/.⑳貰滴下 ㊨露玉 Ll､･量り

Z./♂♂上Jβ% 7′ノッ干断続運転

第9国 遮へい距離と露什との関係

性も入れてみた｡木結果より判断すると等価周囲温度ほ約36℃で

あることがわかる｡

以上 へい条件と冷却性能について検討した結

最悪条件と考えられる④
,据え付けの

へい条件においては,周囲温度が約7℃

上昇させたときに得られる冷却性能とほぼ同等の冷却性能を示す

ことが理解された｡換言すれば,われわれが工場内で従来行なっ

てきた試験時の周囲温度を7℃高くして冷却性能を 験すれば,

現地据付の最悪状態の冷却性能をは据することができることを示

している｡

ん1実

冷蔵

露付現象を

4.据付条件の外箱霧付に及ぼす影響

験 計 画

転中は,周囲温度と外箱表面温度に温度差が生じて,

こす｡工場では周囲温度30℃,相対湿度85%の室l畑こ

温度調節器のダイヤルを7ノッチにして断続運転させた場合の,外

箱に生ずる露付寸法を測定して露付特性を評価している｡ところが

同一周囲条件でも,外箱に異物が近接するとその部分の露付状況が

悪くなるということが経験的に知られていた｡現地の据付条件の実

杏でも,冷蔵庫のすぐわきにH棚とか壁が近接している場合が

多いことがわかったので弟8図に示したように冷蔵庫側面に遮へい

板を近接させ,その距離dを種々に変えて露什試験を行ない,外箱

露什の状況を調査することにした｡

4.2 実験結果とその検

周囲温度300C,相対湿度85%における冷 庫外箱 へい面の露

付状況を弟9図に示す｡遮へい板と外箱との距離dによf)露付状況

が著しく変わることがわかる｡いま弟9図において,距

を問わず,露付を生じた図示B点と,距離10mm

dのいかん

､のときのみ

表面に曇を生じた図示A点とに注Hし,遮へい距離と外箱表面渥度

との関係を求めると第10～11図のようになる｡すなわちB点の場合

は第10図に示されたように へい狂巨離が変わると点Bの表面阻度

も変化するがいずれも露点温度以~卜である｡A点の場合は,距離10

mmの へいのときだけちょうど露点温度に し,それ以上の距離
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音
節
厚
東
面

プ♂ JJ ′仁｢ Jプ

運へい板の冒巨種(爪り)

琵古志貯

第10周 甚へい根距離と混度(B点)

芸意志敦

ごJ J♂

遮へい仮の距離(爪仰〕

粛

第11回 避へい板距離と温度(A点)

J♂

ではいずれも離点温度以上となっていて,策9図の結果を裏づけて

いる｡d=100mm以上とd=10mmとでは表面温度に約1.5℃の差

があり,周囲の相対湿度は約10%高くなっていることがわかった｡ノ

したがって,相対湿度85%, へい板距離10mmという条件下で

得られる外箱露付状況ほ,相対湿度95%の露付試験によって再現で

きることがわかった｡

5.据付環境の騒音に及ぼす影響

5.1実 験 計 画

アパートにおいてほ,冷蔵廊の騒音に対する評価が特にきびい､

ことは前述したとおりである｡筆者らほまずア/ミートの暗騒音はど

の程度であるかを求めるために,実際に測定してみることにした′〕

普通二I二場l勺の冷蔵庫騒音試験は所定の防音室内で,冷蔵庫前方

1nlにおけるレベルやスペクトルを測定しているが,アパートのよ

うに狭い台所では,音域が異なっているので騒音レベルがかなり異

なることが予想される｡そこで防音室の音響特性を可変にするため

に第】2図に示すような反射板を有する衝立(ついたて)を用意し,

任意の音場を防･削;州こ再現させ,冷蔵庫騒音レベルの変化を調査

した｡予備実験によi)部屋の残響時間特性が特に騒音レベルに大き

な影響を与えることが知られたので,掛こその関係について詳細に

験を行なった｡



1362 昭和37年9月 日 立 評

逓菖板

冷蔵庫

第12図 反射板外観図(〝:開比)

ー＼衝正 ♂β叩

第13図 可変音場の説明図

胞

紺

ハ
(
芋
二
上
ブ
＼
上
皿
離

一〓U

n==U

｢人J

∠･

､
､
､

x一斗ー一次一一ぺ′~
-､x

一､※.-､X

′×一一女最

･∴.､㌧･--
､X,-･V--~X確

4JJ■7♂J

一一一年後

L
ハ
{
U

･
し
こ
J

｣
.
パ
T

l
〈
J

⊥
り
←

]
‥
‥

L〃L川
W

時 刻

､
､
-

､X--･γ---X最低

｣_一__ ]
_至l.r⊥

アβ.ワ′一∴∵だ∵ニ

第14図 アパートの台所における暗騒音
東京霞ヶ丘同地(昭和36.3.16調査)

5.2 僕試横器および実験装置

騒音実験に供した機器仕様は第9表に示す｡また実験装置として

は弟9表に示した特性を有する防音室内に,第12図の衝立を第13

図のように冷蔵 の周臣附こ配置し,反射板の開度〝を0`⊃,450,90C,

….と変えることによって,防音室の残響時間特性を変化させた｡
なお残響時間ほピストル発射騒音レベルの減衰曲線をレベルレコー

ダに記録させて求めた｡.

5.3 暗騒音の冷蔵庫騒音に及ぼす影響

東京郊外の比較的閑静な団地を選び,台所の片隅に弟9表に示し

た騒音計を持ち込み,昼夜の暗騒音を連続的に記録したり第】4図は

その代表的なもので,最も小さいレベルを記録したデータの一例で

あるが,23時より翌朝5時ころまでは最小32ホンとなった｡

二つの騒音源が同一の音場におかれた場合の複合音ほ一般に,次

のように される｡
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第9表 供試機器および実験装置

称 i 仕 様

防
･

-

大き さ

暗騒音

残響時間

逆2乗則

遮音力

2.5×2.5×3.5(m)

17～20 ホン

0.067秒

冷蔵庫台より前方1mまではOK

l,000c/s 40dB

冷 蔵 庫 R-95形冷蔵嘩

騒 音 計 B&K社製可聴周波数スペクトルレコーダ付騒音計

第10表 反射板開度と残響時間との関係

第11表 台所の残響時間の一例

(
ト
十
∴
←
■
T
描
辟
C
㌻
＼
浣
囲
握
丹
‥

(ノ17 βイ /7,5

銑軍学時間(神)

第15図 防斉室の残響時間と騒音レベルとの関係

エ1=10log

⊥2=10log

ここに ′0:音の強さ 10~16w/cm2

∫1,2:騒音源1,2の音の強さ

エl,ヨ:騒音源1,2の騒音レベル(ホン)

エ1-エ2=乃 とすると

=10~~了6

複合音レベルエ3は

エ3=エ1十10log(1+10~10)

となる｡いま暗騒音をエ1=32とおき,その昔場で冷蔵庫騒音を35

ホンに押えるには,エ3=35として(13)式に代入すれば

乃=0

すなわちエ2=エ1=32となり,陪騒音の影響のなl`､防音室内では

32ホン以下でなければならないことになる｢
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5.4 残響時間特性の冷蔵庫騒音に及ぼす影響

反射板の開度を0度,45度,90度,135度にした場合の防音墨の

残響時間特性は第10表のようになった〔Jまた残響時間と冷蔵庫騒

音レベルとの関係は弟15図のように求められた｡.

防音室における測定レベルと,残響時間の般も大き-い0.50～0.60

秒の音場における測定レベルとでは7ホンの差が認められた｡実際

にアパートの台所の残響時間を 測した結果弟11表を得た｡

らが防音室内に再現させた残響時間とほぼ一致しており,現地では

工場内の冷蔵庫騒音レベルより約7ホンも大きい状態で評価されて

いることが判明した⊂.

る.結

田地のアパートにおける冷蔵

画＼＼レ[毎う
ー叫1′=薫亘

登録新案弟560355号

フ ツ

と,それら

新 案 の

据付条件の性能に与える影響を調

(1)現地の使用状況を工場内に再現できる方法が確立されたこ

と｡

(2)現地据付の最悪条件を想定した へい試験を試作品検討項

日にとり入れて,潜在不良の早期発見の手段として有効であった

こと｡

(3)冷蔵 の性能改善の指針を示し得たこと｡

などの成果を収めることができた｡また一方これらの試験により日

立冷蔵倖はかなり過酷な据付状態においても,その機能を十分に発

揮できるという信頼性に対する確認ができた｡

本研究にあたり現地の実態調査にご協力をいただいた東京営業所

商一品部備前課長に謝意を表する｡

紹 介
｣亀｣一｣皿一団

シ ン グ の 負 荷 試 験 装 置

特高圧プッシソグの負荷試験を実施するに当たり,通常回路電圧

に相当する高電圧と,負荷電流に相当する人電流とをそれぞれ別々

に供給することが行なわれるが,従来のこの種試験装置では供試プ

ッシソグの他に電流供給用の補助プッシソグを要し,また電流供㈲
用変圧器にほ,試験変圧器の高電圧に十分耐えうる絶縁を施さねは

ならず,試験設備が高価となる｡

この考案では,これを改良するため台わく10上に抽入がい管11

を設け,このがい管上に供試ブッシ∵/グ4を載置し,この.がい管11

側の端子は接地引出端子12を通して接地し,供試プッシング4の外

部線路端子6と引出端子12間には,電流供給用変圧器9より大電流

を供給してプッシソグ中心導体へ電流損失を供給し,また取付つば

金3と大地間にほ,試験用変圧器7より高電圧を印加して誘電体損

失を供給するようにしたものである｡

したがって,この考案によれは,供試プッシソグ4の外部線路端

子6には高電圧が直接印加されないので,電流供給用変圧器9の一一

次および二次巻線間の絶縁階級を低下させることができると共に,

補助プッツングを必要としないから,この種ブッシ∵/グの試験装置

｢

を安価に構成できる(

長 堀 金 記

(須 田)

Vol.22 日 立 造 船 技 報 No.3

･超大形油送船の横強度に牒する研究(第2報,実験結果
の解析)

･プ
ロ ペ ラ 後 流 の

･機 械 室 用 通 風

速機 場 に つ い て(第2報)
の 騒 音■ に つ い て

･YND 銅 の 工 作 お よ び 溶接 に.関 する研究

･放電加工改良の基礎的研究(Ⅱ)
加工作用の検討(その2)

･鋼板の常温曲線加工に対するショットプラスト加.~1:の影
響について
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･重荷重,極低速摩擦条件~Fにおける潤滑につ
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日 立造船株式会社技術研究所

大阪市此花区桜島北之町
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